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振
武
台
合
同
観
桜
会
を
、3
月
30
日（
土
）に
、

朝
霞
駐
屯
地
に
お
い
て
、開
催
す
る
予
定
で
す
。

併
せ
て
、
振
武
臺
記
念
館
の
見
学
も
計
画
い
た

し
ま
す
。
旧
陸
軍
会
員
の
皆
様
に
対
す
る
案
内

状
は
、
昨
年
同
様
、
首
都
圏
在
住
の
皆
様
全
員

に
送
付
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、
昨
年
の
合
同

観
桜
会
に
は
、
東
部
方
面
総
監
、
東
部
方
面
総

監
部
幕
僚
長
、
両
副
長
、
各
部
長
・
官
に
ご
出

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
振
武
台
賜
名
記
念
合
同
忘
年
会

　

昭
和
18
年
12
月
9
日
、
昭
和
天
皇
が
、
現
朝

霞
駐
屯
地
に
あ
っ
た
陸
軍
予
科
士
官
学
校
に
行

幸
さ
れ
た
折
り
、
振
武
台
の
名
を
賜
っ
た
こ
と

を
記
念
し
て
、
振
武
台
賜
名
記
念
合
同
忘
年
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

・
講
演
会

　

古
庄
幸
一
元
海
上
幕
僚
長
・
海
自
69
（
英
霊

に
こ
た
え
る
会
会
長
、靖
國
神
社
崇
敬
者
総
代
）

を
、
講
師
に
お
迎
え
し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。「
海
か
ら
日
本
を
振
り
返
る
」
と
い
う

演
題
で
、
海
上
自
衛
隊
若
手
幹
部
の
育
成
に
あ

た
り
、
苦
心
さ
れ
た
事
項
等
に
つ
い
て
、
練
習

艦
隊
司
令
官
等
の
体
験
談
を
も
と
に
、
熱
弁
を

振
る
わ
れ
ま
し
た
。

・
意
見
交
換
懇
親
会

　

懇
親
会
で
は
、
参
加
者
全
員
が
近
況
報
告
等

を
実
施
、
途
中
演
芸
会
を
開
催
し
、
幸
田
理
事・

陸
自
66
と
俵
監
事
・
陸
自
68
が
見
事
な
芸
を
披

露
し
参
加
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、
和
田
偕
行
合
唱
団
長
・
陸
自
69

の
指
揮
で
「
わ
れ
は
海
の
子
」、
今
野
副
会
長
・

陸
自
69
の
指
揮
で「
陸
軍
士
官
学
校
校
歌
」、「
幹

部
候
補
生
学
校
校
歌
」、「
こ
の
国
は
」
等
を
合

唱
、
最
後
に
、
川
島
副
会
長
・
60
期
及
び
甲
斐

相
談
役
・
60
期
の
音
頭
で
万
歳
を
三
唱
し
、
終

了
し
ま
し
た
。

　

師
走
の
多
忙
な
時
期
で
の
開
催
で
し
た
が
、

約
30
名
近
く
の
役
員
が
参
集
し
、
大
変
楽
し
い

合
同
忘
年
会
と
な
り
ま
し
た
。

群
馬
偕
行
会

　4
年
ぶ
り
に
新
年
互
礼
会
を
開
催

藤
井　

信
男　

陸
自
75

　

群
馬
偕
行
会
（
会
長
代
行　

舩
津
保
雄
）
は
、

1
月
13
日
（
土
）
前
橋
市
の
ホ
テ
ル
「
ラ
シ
ー

ネ
」
に
お
い
て
、
会
員
12
名
の
参
加
を
得
て
新

型
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た
新
年
互
礼
会
を

4
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
急
遽
就
任
し
た
舩
津
会
長
代
行

は
、
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
「
わ
が
国
を
取
り
巻

く
安
全
保
障
環
境
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
厳

し
さ
に
直
面
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自

衛
隊
の
活
動
に
対
す
る
一
般
国
民
の
理
解
は
、

ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め

私
た
ち
O
B
は
先
頭
に
立
っ
て
、
自
衛
隊
の

活
動
を
広
く
一
般
国
民
に
周
知
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
か
と
思
い
ま
す
」
と
改
め
て
国
防
と
自

衛
隊
に
関
す
る
広
報
の
必
要
性
を
の
べ
ら
れ
、

会
員
一
同
も
自
衛
隊
の
支
援
、
な
か
ん
ず
く
広

報
の
支
援
に
つ
い
て
、
心
を
新
た
に
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
田
宗
宏
顧
問
の
発
声
で
乾
杯
の

後
、
会
食
、
懇
談
に
移
行
し
た
が
、
久
し
振
り

の
会
合
で
あ
り
、
近
況
報
告
、
今
年
の
抱
負
等

に
つ
い
て
話
し
の
尽
き
な
い
会
員
が
続
出
し
、

司
会
が
発
言
時
間
を
制
限
す
る
等
和
気
藹
々
の

な
か
で
、
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

■
世
界
の
動
き

12
月

1
日　

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
ガ
ザ
南
部
ハ
ン

ユ
ニ
ス
な
ど
に
攻
撃
を
拡
大

・
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
軍
人
を
最
大
1
3

2
万
人
に
増
や
す
大
統
領
令
に
署
名
。

15
％
の
増
員
に
相
当

3
日　

米
中
央
軍
が
紅
海
で
商
船
3
隻
が

フ
ー
シ
派
に
攻
撃
さ
れ
、
米
駆
逐
艦
が
複

数
の
無
人
機
を
撃
墜
し
た
と
発
表

偕
行
軍
事
情
勢

（
12
月
~
1
月
）
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